
 

 

 

本調査は、文部科学省が学校の設置者（教育委員会、学校法人等）の協力を得て実施するもの

です。 

 

◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その

改善を図る。 

        ◇ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

        ◇ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立 

する。 

 

 

 

❶ 教科に関する調査（国語、算数・数学・英語）          

         出題範囲は、調査する学年の全学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題 

        内容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

          ① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、

実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能 等 

          ② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な問題解決の

ための構想を立て実践し評価・改善する力 等 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

❷ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関す

る調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する調査 

 

 

◎小学校 

１時限目 2 時限目  

国語（45 分） 算数（45 分） 児童質問紙（２０～４０分程度） 

◎中学校（生徒質問紙は、2 時間目終了後以降に、各学校の状況に応じて実施） 

１時限目 2 時限目 3 時限目  

国語（50 分） 数学（50 分） 英語（50 分） 生徒質問紙（２０～４5 分程度） 

国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒 

令和 5 年度全国学力・学習状況調査の目的や実施内容 

 

 

 

調査の目的 

調査対象     

調査内容     

時間割     



 

 

 

※ 全国平均正答率等との比較 

【小学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語  

ほぼ同じ 

［話すこと・聞くこと］ 

目的や意図に応じ、話の内容を

捉え、自分の考えをまとめるこ

と 

［読むこと］ 

段落の中心語句等を用いて見出し

をつけること 

算数  

ほぼ同じ 

［データの活用］ 

示された棒グラフと、複数の棒グ

ラフを組み合わせたグラフを読

み、見いだした違いを言葉と数

を用いて記述すること 

［割合］ 

百分率で表された割合について理

解していること 

【中学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語 やや低い ［読むこと］ 

文章の中心的な部分と付加的な

部分について叙述を基に捉え、要

旨を把握すること 

［書くこと］ 

自分の考えが伝わる文章になるよう

に、根拠を明確にして書くこと 

数学 やや低い ［関数］ 

事象を数学的に解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明すること 

［データの活用］ 

累積度数の意味を理解していること 

英語 やや低い ［読むこと］ 

ある状況を描写する英文を読み、

その内容を最も適切に表してい

るグラフを選択する 

［話すこと］ 

日付に関する基本的な表現を理解す

るとともに、その知識をやり取りの場

面において活用できる技能を身に付

けていること 

         

   

 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査学力結果 

 



■ 課題となる問題「割合」（小学校算数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 課題となる問題「一次関数」（中学校数学） 

 

 

 



■ 課題となる問題「話すこと」（中学校英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

※ 全国平均を０として全国の平均パーセントとの差を提示     

※ 質問紙６９項目程度の中から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査質問紙全国平均との比較 
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将来の夢や目標を持っている

人が困っているときは進んで助ける

いじめはどんな理由があってもいけないこと

人の役に立つ人間になりたい

家で自分で計画を立てて勉強している

家庭で普段（月～金）1日1時間以上(中学校：2時間）勉強

している

家庭で普段（月～金）1日1時間以上読書している

国語の勉強は好き

算数（数学）の勉強は好きですか

国語の勉強は大切だと思うか

算数（数学）の勉強は大切だと思うか

先生はあなたのよいところを認めている

今までの授業では、課題の解決に向け、自分で考え、自分

で取り組む

話し合う活動を通して自分の考えを深めたり広めたるする

小学校 中学校



児童生徒質問紙の「自分自身に関すること」の結果において、小学校では全国とほぼ同じか、

やや低い項目がある。中学校ではやや高い項目が多くなっている。「学校生活」では、「先生はあ

なたのことを認めている」の項目で小学校では全国より低い数値で、中学校では、少し高い数値

となっている。「学習指導」では、小学校では課題解決に向けて主体的に取り組んだり、自分の

考えを深めたり広めたりする機会が全国より少ないことが伺える。中学校では、全国とほぼ同じ

である。国語と算数（数学）の学習は、児童生徒とも大切だと考えているが、「好き」と回答し

ている割合は、小学校では、全国より低く、中学校では全国より高い数値となっている。「家庭

学習の勉強時間」は、小学校・中学校とも全国より低い数値である。 

 

   

 

 

 

児童生徒質問紙の結果は、小学校では、全国よりやや低い数値の項目が多

く、中学校では概ね全国平均と同じです。問題の正答率は、小学校は全国と

ほぼ同じで、中学校では、全国よりやや低い正答率となりました。「学力の向

上」を図るには、児童生徒が楽しく生き生きとした学校生活を送ることと基

礎学力の定着は欠かせません。そこで、次のような取組を今後実施していき

ます。 

 

① 小学校と中学校とで補充学習の実施や学習指導の統一化を図る。 

また、効果的な ICT の活用により学習意欲を高めたり、個に応じた指

導の充実を図ったりする 

② 学力を向上させる基盤となる児童生徒の健全な育成を図る学級活 

動や道徳及び学校行事の質を高め、児童生徒間、児童生徒と担任との 

良好な人間関係を築く 

 ③ 学校からの毎日の適度な課題の提示と家庭学習の習慣化を図る学 

校と保護者との連携を図る 

 

今後も、児童生徒の自己実現に向けて、今までの取組を継続・徹底してい

きます。 

これからの取組 

 


